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（活性化, 増加, 細胞毒性）（原図の出典：Springer Nature Link,
Volume 37, pages 1072–1074 (2021)）
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数が増えれば良いというものではない。血液中の存在量を調べて
も、あまり意味はない。「○○を飲めばＮＫ細胞が増えますよ!!」
という呼びかけに手放しで喜んでいる場合でもない。

記憶を担う海馬の入り口である歯状回に
集積したＮＫ(ナチュラルキラー)細胞が
神経芽細胞を阻む 記憶力の低下

老化した神経芽細胞はIL-27を分泌し、細胞表面にRAE-1を発現
する。NK細胞はそれに誘導されて集積/増加し、活性化される。
NK細胞はグランザイムBを放出し、それによって神経芽細胞は
自滅させられる。その結果、ニューロンの再生が困難になり、
記憶力をはじめとした認知機能が低下していく。

<作成：stnv基礎医学研究室>
免疫細胞は諸刃の剣であり､それはＮＫ細胞も然りである

（原図の出典：Neurobiology of Disease, Volume 183, July 2023, 106156   ）
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実験的にNK細胞
を枯渇させると

NK細胞の細胞毒性と活性が増加している

神経炎症が緩和

認知機能が改善

神経新生が促進

 NK細胞はα-シヌクレイン
を除去することができる

運動症状が悪化

シヌクレインの病理が悪化

神経炎症が促進

ドーパミン作動性
変性が促進

黒質のNK細胞が減少している

脳内のNK細胞の数や活性が高まるが、
末梢組織のNK細胞ではそれらが低下
するため脳卒中後感染症が増える。

NK細胞
の枯渇


